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後期臨床研修プログラム

鈴木 紳介　　秋元 正樹　　濵田 平一郎　　井上 大栄　　吉満 誠

　＊血液病学の基礎的事項を習得し、造血器腫瘍に対する化学療法および全身管理を経験・習得する。

　＊造血幹細胞移植を用いた治療を経験・習得する。

　＊腫瘍内科学(がん化学療法）の基礎を学ぶ。

　＊膠原病学の基礎を学び、リウマチ性疾患の治療・全身管理を経験し習得する。抗がん剤・免疫抑

　制剤の使用に精通する。

　骨髄穿刺、骨髄生検、リンパ節穿刺、脳脊髄液穿刺

　体腔液の採取・細胞診、造血幹細胞移植術

鹿児島大学病院
血液・膠原病内科

血液・膠原病内科

　日本内科学会認定医、総合内科専門医

　日本血液学会専門医、日本リウマチ学会専門医、日本造血細胞移植学会認定医

　がん治療認定医、がん薬物療法専門医　　　　 　等

　私ども血液・免疫疾患研究分野は、平成16年1月に、難治ウイルス病態制御研究センターの4番目の

教室としてスタート致しました。また平成22年1月より、鹿児島大学病院血液・膠原病内科としての診

療も正式に担当することになりました。研究としては、鹿児島に多発している成人T細胞白血病(ATL)

の病態解明や新規治療法の開発を主な研究課題とし、多くの成果を上げて参りました。もちろん、そ

の他の難治性血液疾患およびリウマチ、膠原病の研究も守備範囲として活動しております。診療では

ATLはもちろんのこと、広く難治性血液疾患や、リウマチ、膠原病の患者様の治療、特に、県下で唯一

の特定機能病院として、先端的医療の導入に努めています。また、これら領域の専門医として、鹿児島

市および広く県下の地域医療にも関連病院での活動を通して貢献しています。教育面においては、当

然ながら、血液領域とリウマチ、膠原病領域における医学部教育及び、初期研修実習を担当しており

ます。

　若い教室ですので、自由闊達な雰囲気の中で、研究、診療、教育を進めています。

　現在進行中の新病院建築においては、血液膠原病内科単独の無菌病棟（全19床）が整備されること

になっています。設立以来、毎年希望に燃える若い医局員が参加してくれておりますが、今後も多く

の若い先生方の参加を得て、これまで以上の素晴らしい治療環境で、難治性血液疾患やリウマチ膠原

病の先端的治療および研究を展開して参りたいと思います。お待ちしております。

血液・膠原病内科
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鹿児島大学病院 血液・膠原病内科

　卒後臨床研修修了者

　日本内科学会認定医（卒後５年目以降）、総合内科専門医（卒後８年目以降）、

　日本血液学会専門医（卒後７年目以降）、日本造血細胞移植学会認定医（卒後７年目以降）、

　日本リウマチ学会専門医（卒後８年目以降）、がん治療認定医（卒後５年目以降）、

　がん薬物療法専門医(卒後７年目以降（がんプロ大学院生の場合）、通常は８年目以降）、

　学位取得は卒後７年目以降

　鹿児島県で唯一、血液学と膠原病内科を同時に研修できる施設です。血液学会指導医数、リウマチ

指導医数ともに鹿児島県最多です。2014年現在、自家・同種造血幹細胞移植を年間20症例以上行って

おります。また緩和医療センターとも密な連携のもと緩和医療についても研修できます。

　鹿児島大学病院、鹿児島医療センター、今村病院、鹿児島赤十字病院、鹿児島市立病院

卒後3年目

　鹿児島大学病院での血液・膠原病内科研修。

　大学院希望者は入学可能です。

卒後4-6年目

　関連病院での血液・膠原病内科研修

　内科認定医・血液専門医・リウマチ専門医の取得に必要な研修を行います。

卒後6-7年目以降

　鹿児島大学病院での血液・膠原病内科　指導

大学院入学(卒後3年目からの大学院コースも可能です）

　国内臨床研修

卒後7-8年目以降

　鹿児島大学病院、関連病院での指導医、国内国外留学

大学外

卒後3年目 1 ( 　 ) 0

卒後4年目 1 ( 　 ) 0

卒後5年目 0 ( 　 ) 1

大学内(うち大学院生の数)



プログラムの募集人員及び選考
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鹿児島大学病院 血液・膠原病内科

【募集人員】　　　5名程度

　卒後３年目以降は随時大学院入学可能。大学院在学中に学外施設での研修や国内外の留学等で大学

院の休学を要することもあります。

　医　　員

　大学病院での専門研修の継続、関連施設での病院勤務、国内外への留学、開業・関連施設へ就職、

大学（大学院）での研究継続、大学教官としての勤務。

　日本内科学会認定医（16名）、総合内科専門医(3名）、日本血液学会専門医（10名）・指導医（4名）、

　日本造血細胞移植学会認定医(2名)、日本リウマチ学会専門医（4名）指導医（2名）、

　がん治療認定医（2名）、日本臨床腫瘍学会がん薬物療法専門医（1名）、臨床遺伝専門医（1名）

鹿児島大学医学部　血液膠原病内科医局

〒890-8520  鹿児島市桜ヶ丘８−３５−１

            TEL 099-275-5934          FAX 099-275-5947 

　　　　　  E-mail hirosk@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp (医局長)

　


